
令和４年度 船橋市立高根中学校 ～学校評価～ 

 

○ 生徒保護者アンケート集計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○ 自己評価 

表中の４＋３の割合は設問に対して肯定的に捉えている方の割合を示します。 

結果を見るとほとんどの項目で８割を越える評価でした。また、生徒・保護者

ともにほとんどすべての項目でポイントの上昇が見られました。 

今年度は、学校行事や保護者を招く行事が少しずつ実施できるようになってき

ており、生徒アンケートにおいては、すべての項目で上昇が見られました。生徒

は、行事を中心とした活動に積極的で、とりわけ、体育祭・合唱コンクールでは

充実した活動が見られました。 

しかしながら、令和２年度との比較においては、ほぼ横ばいとなっており、高

根中の課題である学習に係る内容については改善の必要性を切に感じています。

学校本来の役割である学習については、授業改善や工夫ももちろんだが、「なぜ、

学ぶのか」、「学んだことがどのように将来生きるのか」といった視点をもち、キ

ャリア形成と関連させ、学習の動機付けをしていく必要があると考えています。 

令和４年度においては、新たに「ICT」及び「感染対策」に関する項目を設け

ました。どちらも８割を大きく超える水準となっていますが、「ICT」について

は、生徒と保護者で１０ポイント以上の差があることから、生徒が将来求められ

る情報リテラシーを身に付けられるようにしていく必要があります。 

学校運営については生徒たちの満足感をより高めていけるようしたいと考え

ています。 

①授業改善・指導法の工夫（キャリア教育の充実） 

②ICT 活用及び情報モラル教育 

③個に応じた指導 

以上アンケートの結果をまとめましたが、今後もこれらのデータや個別に頂

戴しましたご意見を生かしながら、よりよい方向へ進めて参ります。今後ともご

協力を宜しくお願いいたします。 

 

○ 学校関係者評価 

《学校運営》 

・ 保護者からは学校評価を行うこと自体について賛否があるようだが、こ



れはいただいた意見について、学校がどのような対応を取ったのか、伝わっ

ていないことが原因の一つに考えられる。今後は、意見に対して対応したこ

とについて、周知していく必要がある。 

《部活動》 

・ 部活動については、誰のためのものか今一度考えていく必要がある。安

心安全を前提とした活動となるようにして欲しい。 

・Ｑ）部活動の地域移行について、現在の状況はどうか？ 

 Ａ）今年度、本校では部活動指導員 3 名と外部指導者 1 名の登録があり、

協力いただ  いている。 

・ 部活動については、小学校から中学校への円滑な接続が求められるよう

に感じる。そうでないと、小学校で経験していたものは学校外のチームに行

ってしまうように感じる。また、部活動加入者の減少が続くようなら部の統

合も視野に入れなければならないように感じる。 

《指導関係》 

・ ３年間、学校がコロナで苦労したことがよく伝わってきた。そのコロナ

影響が学校の指導等に影響していることがないか心配である。 

  → 英語科における音声言語の発音や給食の食育に係る内容について、

職員から特に懸念があることを伝えた。 

・ 社会情勢もあるが、「ダメなものはダメ」と生徒に伝えていくことも当然

もとめられることである。また、変化の激しい時ではあるが、変わらず大切

にすべき普遍性について考えて指導に当たってほしい。 

・ 新型コロナのこともあったが、学校外で挨拶されることが減ってきてい

るのは残念なことである。学校内であった時と同様に地域に出たときにも挨

拶できる人であってほしい。 

《その他》 

・ 今年度、学校行事が無事行われたのは、3 年生にとって大きなことであ

った。 

・ 除草等の人出が求められることについては、保護者や地域の方の力を積

極的に借りた方がよい。 


